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乳由来成分「ラクトフェリン」の内臓脂肪低減効果 

ヒトでの有効性を世界で初めて確認 

 

 ライオン株式会社（社長・藤重貞慶）研究開発本部は、この度、京都府立医科大学・西野
にしの

輔
ほ

翼
よく

教授、国

立がんセンター研究所・飯郷
いいごう

正明
まさあき

室長と共同で、牛乳・母乳などに含まれる多機能性タンパク質「ラクト

フェリン」が、ヒトの内臓脂肪低減に有効であることをヒトでの予備摂取テストにより確認いたしました。

「ラクトフェリン」によるヒトの内臓脂肪低減効果を確認したのは、世界初の成果です。なお、この研究

成果は『第61回日本栄養・食糧学会大会（2007年 5月18日～20日 国立京都国際会館）』において発表す

る予定です。 

 

１．研究の背景 
  

 厚生労働省の調べによると「メタボリック症候群
シンドローム

」該当者数は、40～74歳(対象人口約5700万人)で

約940万人、予備軍を合わせると、約1960万人に達しており*1、国民健康の増進にとって、大きな課題

となっています。メタボリック症候群における、脂質異常、高血糖、高血圧などの共通原因は「内臓脂

肪の蓄積」であり、内臓脂肪減量により確実な予防効果が期待できる症候群と言われています。当社は、

これまで歯周病と全身健康との関係について幅広く研究を進めてまいりました。その中で、哺乳類の母

乳に多く含まれる多機能性タンパク質「ラクトフェリン」が、歯周病の進行抑制に加え、脂質異常の改

善に有効であることを、モデルマウスを用いて明らかにしました。そしてこの度、ヒトの内臓脂肪に対

する「ラクトフェリン」の低減効果を、ヒト試験にて確認いたしました。 

 

 

 

 

２．研究内容の詳細 
 
世界初 乳由来成分「ラクトフェリン」の内蔵脂肪低減効果をヒト試験にて確認 

「ラクトフェリン」の内臓脂肪低減効果を測定するため、35歳～60歳の成人12名（男性８名、女性４

名）に、「ラクトフェリン」を、１日あたり300mg相当分・２ヵ月間経口摂取させ、摂取期間中のウエ

ストサイズおよびＣＴ撮影による腹部脂肪面積*2の変化を経時的に測定しました。 

「ラクトフェリン」は、熱や酸に弱く、酵素でも分解されやすい性質を持っているため、そのまま摂取

すると、腸に届いて吸収されるまでに、胃酸で分解してしまいます。そのためこのテストでは、胃酸の

中では溶けずに腸に届いてから溶ける「腸溶加工」を施した「ラクトフェリンタブレット」を用いまし

た。また、被験者に対する試験期間中の食事制限及び運動による負荷は特に行いませんでした。 

 

 

この結果、２ヵ月後の被験者12名の平均として、腹部ＣＴ断面の内臓脂肪面積で22％減、ウエストサ

イズで４％減の有意な内臓脂肪低減効果を確認しました。特に効果が顕著な例では、内臓脂肪面積で

40％減の効果が認められました（次頁 図１および図２参照）。 

*2 日本動脈硬化学会などが発表したメタボリック症候群の診断基準では、腹囲で男性85cm、女性90cm以上となってい
る。内臓脂肪量測定には腹部ＣＴによる判定が正確とされている。
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以上の研究結果により、当社は、多機能性タンパク質「ラクトフェリン」が、メタボリック症候群の共

通因子である「内臓脂肪の蓄積」の低減に有効である可能性を、ヒト試験により示すことができました。 

 

 
お問い合わせ窓口 

ライオン㈱広報部 ０３－３６２１－６６６１ 

【第 61回 日本栄養・食糧学会大会】発表概要 
◎開催日  ２００７年５月１８日（木）～２０日（日） 
◎会 場  国立京都国際会館 
◎演 題  ヒトに対するラクトフェリンの脂質代謝改善効果 

○鈴木則行1) 、村越倫明 1)、鈴木苗穂 1) 、木川博光 1) 、飯郷正明 2)、西野輔翼 3) 
1)ライオン㈱・研究開発本部 2)国立がんセンター・研究所 
3)京都府立医科大学・分子生化学 
ラクトフェリンのマウス肝臓における脂質代謝改善効果 
○鈴木苗穂1)、木川博光 1)、鈴木則行 1)、村越倫明 1)、飯郷正明 2)、西野 輔翼 3) 
1)ライオン㈱・研究開発本部 2)国立がんセンター・研究所 
3)京都府立医科大学・分子生化学

【図２】被験者（男性・４５歳）のＣＴ断層撮影結果 
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【図１】被験者の内臓脂肪断面積（CT）の変化（左）とウエストの変化（右） 

内臓脂肪： 231.6cm2 

皮下脂肪： 148.5cm2 

ウエスト ：  92.0cm 

内臓脂肪： 197.2cm2

皮下脂肪： 137.1cm2 
ウエスト ：  90.1cm 

内臓脂肪： 140.1cm2

皮下脂肪： 117.1cm2 
ウエスト ：  87.3cm 

＜摂 取 前＞                  ＜１ヵ月後＞                  ＜２ヵ月後＞ 

内臓脂肪 

「ラクトフェリン」摂取２ヵ月で、腹部ＣＴ断面の内臓脂肪面積で 22％減、ウエストサイズで
４％減の有意な内臓脂肪低減効果を確認しました。（被験者12名の平均） 

上記ＣＴ映像は、12例のうち特に顕著な内臓脂肪低減が見られた例で、「ラクトフェリン」摂取
２ヵ月時点で、内臓脂肪面積40％減の効果が認められました。 


